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はじめに

広島県では，平成30年度から令和２年度にかけて，「広域
連携型ソーシャル・インパクト・ボンド（以下，「広域連携型
ＳＩＢ」という。）」の手法を用いたがん検診の個別受診勧奨
を実施しました。

ソーシャル・インパクト・ボンド（ＳＩＢ）を活用したがん
検診の個別受診勧奨については，これまで，市単独での実施は
されていたものの，市町と県という複数の自治体が連携して取
り組むのは全国で初めての事例となりました。

この最終報告書は，特に「広域連携型」により実施する際の
注意点等に重きを置いて作成しました。

この報告が，広域連携型ＳＩＢの導入を検討している自治体
をはじめ，ＳＩＢやがん検診に興味・関心をお寄せいただく
方々にとって，少しでも参考になれば幸いです。 3



背景－広島県におけるがん検診に関する認知度

広島県では，平成25年度からデーモン閣下を「広島県がん
検診啓発特使」に起用して，がん検診啓発キャンペーンを展
開しており，当該キャンペーンの県⺠認知度は８割を超えて
いる。
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背景－広島県におけるがん検診の受診率

⾼い認知度の⼀方で，がん検診受診率は全５部位とも全国
平均を下回っており，啓発活動が実際の受診⾏動につながっ
ていないのが課題である。

国⺠⽣活基礎調査 ＜厚⽣労働省＞

部位 胃 ⼤腸 肺 子宮 乳

H28
広島県 40.5％

（31位）
38.8％
（36位）

42.1％
（38位）

40.2％
（34位）

40.3％
（40位）

全国
平均

40.9% 41.4% 46.2% 42.3% 44.9%

R元
広島県 41.3％

（32位）
41.0％
（38位）

45.9％
（37位）

43.6％
（27位）

43.9％
（38位）

全国
平均 42.4％ 44.2％ 49.4％ 43.7％ 47.4％

※ 胃・肺・⼤腸については過去１年以内，⼦宮・乳については過去２年以内の受診状況を調査
※ 第２次広島県がん対策推進計画において，がん検診受診率目標の対象年齢が40〜69歳（⼦宮頸がん20〜69歳）

となったことから，この対象年齢にあわせて算出している。 5



背景－広島県における精検受診率・未把握率

精検受診率及び未把握率についても，全５部位とも全国平
均を下回っており，特に未把握率は全国でも下位に位置して
いる。

地域保健・健康増進事業報告 ＜厚⽣労働省＞

〈精検受診率〉
部位 胃 ⼤腸 肺 子宮 乳

H29
広島県 82.2％

（33位）
68.3％
（35位）

72.6％
（46位）

73.1％
（36位）

86.6％
（38位）

全国
平均

83.1% 69.7% 83.0% 75.1% 88.6%

〈精検未把握率〉
部位 胃 ⼤腸 肺 子宮 乳

H29
広島県 13.8％

（41位）
19.9％
（40位）

23.7％
（46位）

23.2％
（38位）

11.0％
（40位）

全国
平均 10.6％ 17.6％ 10.9％ 18.2％ 8.4％
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事業概要

目的 ・早期がん発⾒による，県⺠のがん死亡者数減少とQOLの向上

対象
分野

・⼤腸がん検診受診率向上
・精密検査受診率向上

成果
指標 ・⼤腸がん検診受診者数，精密検査受診率

実施
主体

・広島県及び６市
（竹原市，尾道市，福山市※１，府中市，三次市，庄原市※２）
※１福山市については，⼤腸がん検診受診率向上対策事業のみ実施
※２庄原市については，精密検査受診率向上対策事業のみ実施

実施
内容

・対象者の過去の検診・検査情報について人工知能を活用して分析
・オーダーメイドの受診勧奨を⾏い，⼤腸がん早期発⾒者数の増加
を図る
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事業概要－成果指標の測定方法

平成30年度の地域保健・健康増進事業報告として提出する
データにより，⼤腸がん検診を受診した者を特定し，前年度
の受診者数との差を測定する。

⼤腸がん検診受診者数

平成29年度精密検査未受診者及び平成30年度中に⼤腸がん
検診を受診し，要精密検査となった全対象者を分⺟とし，令
和元年度の地域保健・健康増進事業報告として提出するデー
タにより，⼤腸がん検診受診者のうち精密検査を受診した者
を特定し，受診率を測定する（40〜74歳で測定）。

精密検査受診率
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事業概要－実施体制

広島県

尾道市 福山市 府中市 三次市 庄原市竹原市

①協定締結

キャンサー
スキャン

サービス対象者

社会変革推進財団※

ケ
イ
ス
リ
ー

資⾦提供者

中
間
支
援
組
織

サービス提供者
④

資⾦提供

⑧
償
還

⑤サービス提供

②
委
託
契
約

⑦
成
果
連
動
支
払

みずほ銀⾏

広島銀⾏

ミュージック
セキュリティーズ
③匿名組合組成

⑥固定経費支払

※前身は「社会的投資推進財団」



事業概要－実施内容

県と参加市それぞれの役割と連携・協⼒の内容を定め，本事
業を円滑に実施するとともに，勧奨対象者に関する個人情報
の共同利用について約することを目的に，協定を締結。
（個人情報の保護に関する法律（平成15年法律第57号）
第23条第５項第３号）

・・・別紙１「ソーシャルインパクトボンド（SIB）の手法を用いた新たながん
検診の個別受診勧奨事業に関する協定書」参照

① 協定締結

② 委託契約

広島県及び参加６市町でそれぞれサービス提供者（株式会社
キャンサースキャン）と業務委託契約を締結。
よって，本事業内には７本の契約が存在する。
・・・別紙２「⼤腸がん検診・精密検査受診勧奨業務委託標準仕様書(案)」参照
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事業概要－実施内容

ミュージックセキュリティーズ株式会社により，資⾦提供の
ための匿名組合（クラウドファンディング）が組成された。
資⾦提供者は当該組合に出資するかたちで資⾦を提供した。

③ 匿名組合組成

④ 資⾦提供

各資⾦提供者からの出資額は以下のとおり。
○社会的変革推進財団※…545万円
○みずほ銀⾏・広島銀⾏…各194万円
○個人投資家…663万円（138人）

※前身は「社会的投資推進財団」

合計

1,596万円
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事業概要－実施内容

株式会社キャンサースキャンより，対象者（40〜74歳の国
⺠健康保険被保険者等）に⼤腸がん検診の個別受診勧奨及び
精密検査受診勧奨を実施。

⑤ サービス提供

⑥ 固定支払

勧奨資材作成費，印刷費，郵送費等の実費相当額を成果と関
係なくサービス提供者に支払。

⑦ 成果連動支払

⼤腸がん検診受診者数，精密検査受診率の成果に連動した支
払表に基づき，サービス提供者に支払。
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６市による固定支払（H30年度支払）

事業概要－支払スキーム

事業
規模 22,294千円

《内訳》
・県 │18,414千円（人件費等）成果連動支払
・６市│ 3,880千円（資材作成費）固定経費支払

成果

支払額

広島県による
成果連動支払
（R2年度支払）

広島県による
最⼤支払額
18,414千円

６市支払額
3,880千円

22,294千円

広島県
最低支払基準

（最⼤額）



事業概要－支払表

人

ﾎﾟｲﾝﾄ

⼤腸がん検診受診者数
+0 +225 +450 +675 +900 +1125 +1350 +1575 +1800 +2025 +2250 +2475 +2700 +2925 +3150 +3375

精
密
検
査
受
診
率

+0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 117 330 543 756 969 1,182

+1 0 0 0 0 0 0 895 1,142 1,389 1,635 1,882 2,129 2,376 2,623 2,870 3,117

+2 0 0 0 0 0 0 2,014 2,265 2,517 2,769 3,020 3,272 3,523 3,775 4,026 4,278

+3 971 1,197 1,422 1,854 2,108 2,362 2,617 2,871 3,125 3,379 3,633 3,887 4,371 4,639 5,166 5,448

+5 2,463 2,695 2,927 3,555 3,816 4,077 4,579 4,855 5,131 5,407 5,682 5,958 6,234 6,510 7,143 7,433

+7 3,955 4,194 4,432 5,255 5,523 5,792 6,397 6,680 6,964 7,247 7,530 7,814 8,097 8,380 9,120 9,418

+9 5,447 5,692 5,937 6,955 7,231 7,506 8,214 8,505 8,796 9,087 9,378 9,669 10,275 10,575 11,097 11,403

+11 6,939 7,191 7,442 8,655 8,938 9,221 10,032 10,330 10,629 10,927 11,580 11,888 12,445 12,759 13,074 13,388

+13 8,431 8,689 8,947 10,355 10,645 10,936 12,473 12,795 13,117 13,440 13,762 14,084 14,406 14,729 15,051 15,373

+15 9,924 10,188 10,452 12,056 12,353 12,650 14,386 14,716 15,046 15,377 15,707 16,037 16,037 16,698 17,028 17,358

+17 11,416 11,686 11,957 13,756 14,060 14,365 16,299 16,637 16,975 17,314 17,652 17,990 18,328 18,414 18,414 18,414

+19 12,908 13,185 13,462 15,456 15,768 16,079 18,212 18,414 18,414 18,414 18,414 18,414 18,414 18,414 18,414 18,414

(単位︓千円）



事業概要－支払成果指標

がん検診
受診者数
増加

精密検査
受診率
増加

早期がん
発⾒数
増加

がん
死亡者数
減少

５年
⽣存率
向上

QOLの
維持向上

医療費
の

適正化

勧奨資材
送付数

がん検診
受診者数
増加

がん検診
受診者数
増加

結果
(アウトプット)活動インプット 成果（アウトカム）

支払成果指標

先⾏事例も踏まえ，サービス提供者が間接
的にしか関与できないため，成果指標とし
なかった。
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実施概要・結果

（１）⼤腸がん検診受診率向上事業
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実施概要・結果

実施内容

〈⼤腸がん検診受診率向上業務〉
各自治体の⼤腸がん検診対象者のうち，国⺠健康保険加入
者から送付対象を抽出し，⼤腸がん検診受診率向上に寄与
するメッセージ・勧奨物を開発し，送付対象者へ受診勧奨
ハガキを郵送する。

〈勧奨対象者〉
平成30年度⼤腸がん検診未受診の国⺠健康保険加入者

参加市

竹原市・尾道市・福山市・府中市・三次市
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実施概要・結果
竹原市 尾道市 福山市 府中市 三次市

H30対象者（人） 12,944 (▲338) 65,699 (▲1,308) 215,402 (▲2,365) 19,359 (▲315) 24,335 (▲327)

H30受診者（人） 1,530 (＋34) 7,704 (＋287) 19,523 (＋853) 2,400 (＋158) 2,961 (＋183)

H30受診率（％） 11.8% (＋0.6) 11.7% (＋0.7) 9.1% (＋0.5) 12.4% (＋1.0) 12.2% (＋0.9)

使用資材（枚） リスク印字78
印字無し1,926

リスク印字1,563
印字無し3,437

リスク印字2,086
印字無し14,466

印字無し1,926
ハガキ3,089

リスク印字456
印字無し2,329

勧奨者（人） 2,004 5,000 16,552 3,816（実数） 2,785

抽出条件 国保加入者
40~69歳

国保加入者
40~69歳

（反応確率順に抽出）

国保加入者
40~69歳

（反応確率順に抽出）

国保加入者
40~69歳

（反応確率順に抽出）
国保加入者
50~69歳

カバー率
(勧奨者/H30対象者) 15.5% 7.6% 7.7% 19.7% 11.4%

勧奨者のうち受診者 101人 1,020人 3,119人 328人 266人

勧奨者の受診率 5.0% 20.4% 18.8% 8.6% 9.6%
カバー率

(勧奨者のうち受診者
/H30受診者)

6.6% 13.2% 16.0% 13.7% 9.0%

勧奨日 H31/1/7 H30/12/5 H30/12/12 H30/10/26
H30/12/19 H31/1/10

勧奨後の受診機会
(資材に掲載した情報)

集団︓1日程のみ
（追加日程）

個別︓2月28日まで
医療機関掲載

集団︓７日程
(1/30〜2/20)

個別︓掲載なし

集団︓15日程
(1/28〜3/13)

個別︓掲載なし

集団︓３日程
12/2〜2/4)

個別︓3月31日まで
医療機関掲載

集団︓掲載なし
個別︓市への申込期限

2月8日
（市へ申込後に医
療機関を予約）



実施概要・結果

全参加市で受診者数が増加し，参加市合計で対前年度⽐＋1,515人となった

1,496
7,417
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0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

竹原市 尾道市 福山市 府中市 三次市 参加市合計 未実施市町
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＋65人

＋1,515人
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実施概要・結果

H29
対象者数

H30
対象者数 増減 H29

受診者数
H30

受診者数 増減 H29
受診率

H30
受診率 増減

竹原市 13,282 12,944 ▲338 1,496 1,530 +34 11.3％ 11.8％ +0.6p

尾道市 67,007 65,699 ▲1,308 7,417 7,704 +287 11.1％ 11.7％ +0.7p

福山市 217,767 215,402 ▲2,365 18,670 19,523 +853 8.6％ 9.1％ +0.5p

府中市 19,674 19,359 ▲315 2,242 2,400 +158 11.4％ 12.4％ +1.0p

三次市 24,662 24,335 ▲327 2,778 2,961 +183 11.3％ 12.2％ +0.9p

参加市
合計 342,392 337,739 ▲4,653 32,603 34,118 +1,515 9.5％ 10.1％ +0.6p

未実施
市町 990,194 976,779 ▲13,415 84,674 84,739 +65 8.6％ 8.7％ +0.1p
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実施概要・結果

人

ﾎﾟｲﾝﾄ

⼤腸がん検診受診者数
+0 +225 +450 +675 +900 +1125 +1350 +1575 +1800 +2025 +2250 +2475 +2700 +2925 +3150 +3375

精
密
検
査
受
診
率

+0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 117 330 543 756 969 1,182

+1 0 0 0 0 0 0 895 1,142 1,389 1,635 1,882 2,129 2,376 2,623 2,870 3,117

+2 0 0 0 0 0 0 2,014 2,265 2,517 2,769 3,020 3,272 3,523 3,775 4,026 4,278

+3 971 1,197 1,422 1,854 2,108 2,362 2,617 2,871 3,125 3,379 3,633 3,887 4,371 4,639 5,166 5,448

+5 2,463 2,695 2,927 3,555 3,816 4,077 4,579 4,855 5,131 5,407 5,682 5,958 6,234 6,510 7,143 7,433

+7 3,955 4,194 4,432 5,255 5,523 5,792 6,397 6,680 6,964 7,247 7,530 7,814 8,097 8,380 9,120 9,418

+9 5,447 5,692 5,937 6,955 7,231 7,506 8,214 8,505 8,796 9,087 9,378 9,669 10,275 10,575 11,097 11,403

+11 6,939 7,191 7,442 8,655 8,938 9,221 10,032 10,330 10,629 10,927 11,580 11,888 12,445 12,759 13,074 13,388

+13 8,431 8,689 8,947 10,355 10,645 10,936 12,473 12,795 13,117 13,440 13,762 14,084 14,406 14,729 15,051 15,373

+15 9,924 10,188 10,452 12,056 12,353 12,650 14,386 14,716 15,046 15,377 15,707 16,037 16,037 16,698 17,028 17,358

+17 11,416 11,686 11,957 13,756 14,060 14,365 16,299 16,637 16,975 17,314 17,652 17,990 18,328 18,414 18,414 18,414

+19 12,908 13,185 13,462 15,456 15,768 16,079 18,212 18,414 18,414 18,414 18,414 18,414 18,414 18,414 18,414 18,414

(単位︓千円）



実施概要・結果

（２）精密検査受診率向上事業
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実施概要・結果

実施内容

〈精密検査受診率向上業務〉
⼤腸がん検診を受診し要精密検査となった対象者に対して
精密検査受診率向上に寄与するメッセージ・勧奨物等を開
発し，受診勧奨を⾏う。

〈勧奨対象者〉
平成29年度精密検査未受診者
平成30年度要精密検査対象者

参加市

竹原市・尾道市・府中市・三次市・庄原市
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実施概要・結果

竹原市 尾道市 府中市 三次市 庄原市

1回目 H30/12/12
対象︓H29未受診者

H31/1/11
対象︓H30未受診者

H31/1/30
対象︓H29未受診者

H31/2/8
対象︓H29未受診者

H31/1/30
対象︓H29未受診者

2回目 H31/2/20
対象︓H30未受診者

H31/3/20
対象︓H30未受診者

H31/2/20
対象︓H30未受診者

R1/12/13
対象︓H30未受診者

H31/2/27
対象︓H30未受診者

3回目 R1/12/11
対象︓H30未受診者 ー R1/12/4

対象︓H30未受診者 ー R1/12/4
対象︓H30未受診者

H29未受診者向け
勧奨数（人） 25 ー 72 311 63

H30未受診者向け
勧奨数（人） 186 265 278 132 172

勧奨内容

・受診勧奨
(個別印字無し)

・未把握アンケート

・受診勧奨
(便潜⾎量の個別印
字あり)

・未把握アンケート

・受診勧奨
(個別印字無し)

・未把握アンケート ・未把握アンケート

・受診勧奨
(個別印字無し)

・未把握アンケート
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実施概要・結果

全参加市で精検受診率が増加し，参加市合計で基準値⽐＋6.09ポイントとなった

53.85 56.12

39.20

21.32

33.58

43.27

54.85

56.10 57.94

46.80 39.94 39.85

49.36

56.30

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

竹原市 尾道市 府中市 三次市 庄原市 参加市合計 未実施市町

精検受診率の変化

基準値（％） 結果測定値（％）

＋1.45p

＋6.09p
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実施概要・結果

基準値※（％） 結果測定値※（％） 増減（ポイント）

竹原市 53.85 56.10 ＋2.25

尾道市 56.12 57.94 ＋1.82

府中市 39.20 46.80 ＋7.60

三次市 21.32 39.94 ＋18.62

庄原市 33.58 39.85 ＋6.27

参加市合計 43.27 49.36 ＋6.09

未実施市町 54.85 56.30 ＋1.45

※基 準 値 ＝ H29精検受診者（分⼦） ／ H28精検未受診者＋H29要精密検査者（分⺟）
※結果測定値 ＝ H30精検受診者（分⼦） ／ H29精検未受診者＋H30要精密検査者（分⺟）
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実施概要・結果

人

ﾎﾟｲﾝﾄ

⼤腸がん検診受診者数
+0 +225 +450 +675 +900 +1125 +1350 +1575 +1800 +2025 +2250 +2475 +2700 +2925 +3150 +3375

精
密
検
査
受
診
率

+0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 117 330 543 756 969 1,182

+1 0 0 0 0 0 0 895 1,142 1,389 1,635 1,882 2,129 2,376 2,623 2,870 3,117

+2 0 0 0 0 0 0 2,014 2,265 2,517 2,769 3,020 3,272 3,523 3,775 4,026 4,278

+3 971 1,197 1,422 1,854 2,108 2,362 2,617 2,871 3,125 3,379 3,633 3,887 4,371 4,639 5,166 5,448

+5 2,463 2,695 2,927 3,555 3,816 4,077 4,579 4,855 5,131 5,407 5,682 5,958 6,234 6,510 7,143 7,433

+7 3,955 4,194 4,432 5,255 5,523 5,792 6,397 6,680 6,964 7,247 7,530 7,814 8,097 8,380 9,120 9,418

+9 5,447 5,692 5,937 6,955 7,231 7,506 8,214 8,505 8,796 9,087 9,378 9,669 10,275 10,575 11,097 11,403

+11 6,939 7,191 7,442 8,655 8,938 9,221 10,032 10,330 10,629 10,927 11,580 11,888 12,445 12,759 13,074 13,388

+13 8,431 8,689 8,947 10,355 10,645 10,936 12,473 12,795 13,117 13,440 13,762 14,084 14,406 14,729 15,051 15,373

+15 9,924 10,188 10,452 12,056 12,353 12,650 14,386 14,716 15,046 15,377 15,707 16,037 16,037 16,698 17,028 17,358

+17 11,416 11,686 11,957 13,756 14,060 14,365 16,299 16,637 16,975 17,314 17,652 17,990 18,328 18,414 18,414 18,414

+19 12,908 13,185 13,462 15,456 15,768 16,079 18,212 18,414 18,414 18,414 18,414 18,414 18,414 18,414 18,414 18,414

(単位︓千円）



考察－本事業の実施により得られた効果

○支払い条件及び成果の測定方法を厳密化する⼀方で，実施
内容は詳細に指定しなかったことにより，サービス提供者
の創意工夫が促され，成果指標である「⼤腸がん検診受診
者数」及び「精密検査受診率」が，全参加市で基準値より
も増加した。

○参加市において，ナッジ理論に対する理解が深まった。
→本事業終了後も県及び参加各市でナッジ理論を活用した受診勧奨の
実施が⾒られた。

○本事業未実施市町に対しても，受診勧奨ノウハウを共有
→市町のがん検診担当者を対象とした研修の機会等を活用し，本事業
未実施市町に対してもノウハウの横展開を図った。

○広域連携により，県も⼀部の費用や事務手続きを負担する
ことで，⼩規模自治体も⺠間ノウハウを活用した新たな取
組に参加しやすかった。
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考察－本事業の実施において難しかった点

○広域連携型によるSIBという新たな取組であったことか
ら，事業の組成・参加市との調整が複雑で時間を要し，
その結果，勧奨時期が遅れ，その後に受診可能な集団検診
の日程が限られた。
→計画から成果の測定まで複数年度（本事業の場合は５年）に渡ってお
り，事業実施部署や財政担当部署における担当者の異動があったこと
も要因の⼀つである。

→勧奨を受けた対象者ががん検診の受診を決意しても，十分な受診機会
を提供できなかった。

→受診勧奨に最適な時期及び勧奨対象者等を事業組成段階であらかじめ
検討しておき，勧奨効果を最⼤化できるタイミングで実施する必要が
ある。

○がん検診分野で広域連携型SIBを実施した本事業の場合，
各参加市の勧奨対象者やサービス内容等に格差が⽣じ，足
並みを揃えての実施が困難であった。
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考察－本事業の実施において難しかった点

○⼀定の規模がある市町が参加しなければ，コストが医療費
削減効果を上回るおそれがある。
→参加市町の規模に関わらず，共通のコストが発⽣する部分（資材デザ
イン料，勧奨設計費用，校正の手間等）があるため，⼩規模市町ばか
りが参加した場合，そもそものがん検診対象者数が少ないため，がん
検診受診率の増加が得られても，医療費削減効果が固定経費（共通コ
スト部分）を上回らない可能性がある。

→また，規模の⼤きい市町は自前でがん検診の個別受診勧奨を実施して
いる場合が多く，自前の勧奨とSIBの勧奨を同時に実施すると，効果
検証が困難になることなどから，参加しにくい構造がある。

○成果指標に対して，勧奨人数が不十分であった
→参加市の予算の都合上，勧奨対象者のうち実際に勧奨を実施したカ
バー率は，最も⾼い参加市で19.7％であった。
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考察－本事業の実施において難しかった点

○複数年度にまたがるため，国庫補助事業との相性が悪い。
→国庫補助⾦は単年度での精算が必要であるため，本事業のように成
果検証を含めて複数年度に渡って実施する場合は活用できない。

→本事業の場合，参加市は初年度に固定費のみを負担し，成果に応じた
支払部分は県が負担することで補助⾦を活用しながら実施した。
（この場合，業務受託者と県及び各参加市それぞれで契約を締結する
事務が⽣じる。）

→このため，参加各市にとっては成果に関わらず⼀定の支払となってお
り，SIBの⻑所の１つである，成果に連動した支払となっていない。
（＝市―業務受託者間は通常の委託契約）

○H30年７月豪⾬災害とその復旧作業の影響で，集団検診の
中止や受診控えが発⽣した。
→H30年度は⼤腸がん検診受診勧奨事業の実施年度であり，外部要因
により，受診者数が伸び悩んだ可能性がある。
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考察－本事業の実施において難しかった点

○成果の算出方法が妥当ではなかった
→⼤腸がん検診受診率向上事業の成果指標を算出するにあたり，複数年
度にまたがることによる対象者数（対象人⼝）の増減リスクを許容し
たが、結果的に全ての市で対象者数が減少した本事業においては，
サービス提供者にとって不利な設定となった。

→⼀方で，仮に対象者数が増加していた場合は，サービス提供者にとっ
て有利（本県にとって不利）な条件となる。

→本事業では「H30受診者数 - H29受診者数」で算出したが，例え
ば，「H30受診者数 - H29受診者数×H30対象者数／H29対象者
数」とすれば，対象者の増減に左右されない測定方法になると考えら
れる。
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考察－本事業の実施において難しかった点

○通常の委託契約では発⽣しない，広域連携型ＳＩＢ特有の
事務負担が⼤きい。

〈広域連携型ＳＩＢ特有の事務〉
・県と参加市間の役割分担等を約する協定の締結
→お互いの役割を明確にするとともに，成果検証に必要な情報の
提供について約するために締結。

・参加市町の募集
→参加⾒込のある市町を対象として，説明会・個別訪問を実施し
たが，事務量が⼤きかった。

→また，事業の組成をしながら募集したため，当初参加意向で
あっても，組成が進むにつれて参加を取りやめる市町が発⽣し
た場合，その都度医療費削減効果を試算し直し，支払表の修正
等を⾏う必要があった。
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考察－本事業の実施において難しかった点

〈広域連携型ＳＩＢ特有の事務（続き）〉

・参加市町の募集
→参加⾒込のある市町を対象として，説明会・個別訪問を実施し
たが，事務量が⼤きかった。

→また，事業の組成をしながら募集したため，当初参加意向で
あっても，組成が進むにつれて参加を取りやめる市町が発⽣し
た場合，その都度医療費削減効果を試算し直し，支払表の修正
等を⾏う必要があった。
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まとめ

○本事業の実施により「⼤腸がん検診受診者数」及び「精密
検査受診率」が，全参加市で基準値よりも増加するなど，
⼀定の成果があった。

○また，ナッジ理論を用いた受診勧奨等の効果的な勧奨手法
について，本事業参加市のみならず，未実施市町において
も活用がみられた。

○⼀方で，先⾏事例のある内容の場合，通常の委託契約では
発⽣しない事務負担等も考慮して，ＳＩＢの仕組みにより
実施する必要性をよく吟味する必要があると考える。

○今後ともナッジ理論や⺠間ノウハウを活用しながら，がん
検診受診率の向上に向けて，各市町等における勧奨を⼀層
効果的なものにしていく。
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問い合わせ先

36

実施主体
広島県 健康福祉局 健康づくり推進課 がん予防グループ
TEL︓082-513-3063
Mail︓fukensui@pref.Hiroshima.lg.jp

サービス
提供者

株式会社キャンサースキャン
Mail︓info@cancerscan.jp

中間支援組織 ケイスリー株式会社
Mail︓contact@k-three.org

本事業及び本報告書の内容等へのお問い合わせは，下記まで
お願いします。

※原則，メールにてお問合せください。追って回答させてい
ただくか，若しくは，担当者から折り返し連絡させていた
だきます。



参考︓各参加市における実施内容

（１）⼤腸がん検診受診率向上事業
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参考︓各参加市における実施内容－竹原市

事業概要

勧奨日 H31/1/7 （特定健診勧奨※と同時）

対象者 40-69歳国保で⼤腸がん未受診者（発送日時点）

除外者 H29とH30の精検対象者（H28以前の精検対象者へは発送）

発送数 2,004人（リスク印字78人、リスク印字無し1,926人）

特記事項
○集団検診・個別検診それぞれの動作指示を封入

○2月の集団検診追加日程への勧奨

※⽵原市が株式会社キャンサースキャンに別途委託している特定健診受診率向上事業と連携
38



参考︓各参加市における実施内容－竹原市

勧奨資材

集団検診案内 個別検診案内
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参考︓各参加市における実施内容－竹原市

勧奨資材

リスク印字あり資材

✓

✓

✓

リスク印字なし資材
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参考︓各参加市における実施内容－竹原市

勧奨資材

共通面 封筒
41



参考︓各参加市における実施内容－尾道市

事業概要

勧奨日 H30/12/5

対象者 40-69歳国保で⼤腸がん未受診者（発送時点）

除外者 なし

発送数 5,000人（リスク印字1,563人、リスク印字無し3,437人）
※ＡＩにより反応確率を算出し，上位から抽出

特記事項
○集団検診は申込締切延⻑を調整

○個別検診については⼀⽂添えるのみ（医療機関掲載なし）

42



参考︓各参加市における実施内容－尾道市

勧奨資材

集団検診案内 43



参考︓各参加市における実施内容－尾道市

勧奨資材

リスク印字あり資材

✓

✓

✓

リスク印字なし資材
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参考︓各参加市における実施内容－尾道市

勧奨資材

共通面 封筒
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参考︓各参加市における実施内容－福山市

事業概要

勧奨日 H30/12/12

対象者 40-69歳国保で⼤腸がん未受診者（発送時点）

除外者 H29の精検対象者

発送数 16,552人（リスク印字2,086人、リスク印字無し14,466人）
※ＡＩにより反応確率を算出し，上位から抽出

特記事項
○資材の適正BMI値を男⼥とも21-25に変更
※その他自治体︓男性21-27，⼥性21-25

○動作指示をシンプルにするため、申込ハガキを開発し封入
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参考︓各参加市における実施内容－福山市

勧奨資材

集団検診案内 申込はがき
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参考︓各参加市における実施内容－福山市

勧奨資材

リスク印字あり資材

✓

✓

✓

リスク印字なし資材
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参考︓各参加市における実施内容－福山市

勧奨資材

共通面 封筒
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参考︓各参加市における実施内容－府中市（１回目）

事業概要

勧奨日 H30/10/26

対象者 40-69歳国保で⼤腸がん未受診者（発送時点）

除外者 なし

発送数 1,297人（リスク印字無し1,926人）
※反応確率を算出し上位から抽出

特記事項

○スケジュール上，リスク印字での勧奨資材作成不可

○集団検診・個別検診それぞれの動作指示を封入

○12月の集団検診に加えて2月の集団検診追加日程への勧奨
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参考︓各参加市における実施内容－府中市（１回目）

勧奨資材

集団検診案内 個別検診案内
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参考︓各参加市における実施内容－府中市（１回目）

勧奨資材

リスク印字なし資材
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参考︓各参加市における実施内容－府中市（１回目）

勧奨資材

共通面 封筒
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参考︓各参加市における実施内容－府中市（２回目）

事業概要

勧奨日 H30/12/19

対象者 40-69歳国保で⼤腸がん未受診者（発送時点）

除外者 特記なし

発送数
3,089人
※⼤腸がん検診のみ327人，⼤腸がん検診＋特定健診2,762人
※1回目勧奨後未受診の570名を含む

特記事項 ○2月の集団検診への勧奨であるため、特定健診受診勧奨※と同時実施

勧奨内容 H30特定健診 H30⼤腸がん
⼤腸がんのみ ○受診済み ×未受診
⼤腸＋特定セット ×未受診 ×未受診

〈送り分け〉

※⽵原市が株式会社キャンサースキャンに別途委託している特定健診受診率向上事業と連携
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参考︓各参加市における実施内容－府中市（２回目）

勧奨資材－⼤腸がん検診のみ
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参考︓各参加市における実施内容－府中市（２回目）

勧奨資材－⼤腸がん検診のみ
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参考︓各参加市における実施内容－府中市（２回目）

勧奨資材－⼤腸がん検診＋特定健診
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参考︓各参加市における実施内容－府中市（２回目）

勧奨資材－⼤腸がん検診＋特定健診
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参考︓各参加市における実施内容－三次市

事業概要

勧奨日 H31/1/10

対象者 50-69歳国保で⼤腸がん未受診者（発送時点）

除外者 なし

発送数 2,785人（リスク印字456人、リスク印字無し2,329人）

特記事項 ○医療機関は掲載せず、検査キットと同時送付の旨を記載
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参考︓各参加市における実施内容－三次市

勧奨資材

集団検診案内 60



参考︓各参加市における実施内容－三次市

勧奨資材

リスク印字あり資材

✓

✓

✓

リスク印字なし資材
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参考︓各参加市における実施内容－三次市

勧奨資材

共通面 封筒
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参考︓各参加市における実施内容

（２）精密検査受診率向上事業
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参考︓各参加市における実施内容－竹原市（１回目）

事業概要

勧奨日 H30/12/12

対象者 H29年度精検未受診者・未把握者（発送時点）

除外者 H30年度⼤腸がん検診受診対象者

発送数 25人

特記事項 ○アンケートは封入せず，保健センターへ検査結果を提出する
よう鑑⽂に掲載
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参考︓各参加市における実施内容－竹原市（１回目）

勧奨資材

リーフレット
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参考︓各参加市における実施内容－竹原市（１回目）

勧奨資材

鑑⽂ 封筒
66



参考︓各参加市における実施内容－竹原市（２回目）

事業概要

勧奨日 H31/2/20

対象者 H30年度精検未受診者（発送時点）

除外者 なし

発送数 120人

特記事項 ○アンケート返信用封筒は自治体の封筒を使用
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参考︓各参加市における実施内容－竹原市（２回目）

勧奨資材

リーフレット
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参考︓各参加市における実施内容－竹原市（２回目）

勧奨資材

鑑⽂ アンケート 封筒
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参考︓各参加市における実施内容－竹原市（３回目）

事業概要

勧奨日 R1/12/11

対象者 H30年度精検未受診者・未把握者

除外者 なし

発送数 66人

特記事項 ○アンケート返信用封筒は自治体の封筒を使用
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参考︓各参加市における実施内容－竹原市（３回目）

勧奨資材

リーフレット
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参考︓各参加市における実施内容－竹原市（３回目）

勧奨資材

鑑⽂ アンケート 封筒
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参考︓各参加市における実施内容－尾道市（１回目）

事業概要

勧奨日 H31/1/11

対象者 H30年度精検未受診者（4~8月に⼀次検診受診者）

除外者 なし

発送数 112人

特記事項
○定量法で実施している⼀次検診のうち、中国労働衛⽣協会と
東広島記念病院で受診した方は便潜⾎量を個別印字

○アンケート返信用封筒は自治体の封筒を使用
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参考︓各参加市における実施内容－尾道市（１回目）

勧奨資材

リーフレット
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参考︓各参加市における実施内容－尾道市（１回目）

勧奨資材

鑑⽂（便潜⾎印字あり） 鑑⽂（便潜⾎印字なし）
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参考︓各参加市における実施内容－尾道市（１回目）

勧奨資材

アンケート 封筒
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参考︓各参加市における実施内容－尾道市（２回目）

事業概要

勧奨日 H31/3/20

対象者 H30年度精検未受診者（9~12月に⼀次検診受診者）

除外者 なし

発送数 153人

特記事項

○定量法で実施している⼀次検診のうち，中国労働衛⽣協会と
東広島記念病院で受診した方は便潜⾎量を個別印字

○便潜⾎印字ありの資材の裏面を「アンケートのお願い」とし
て１回目資材から改変

○アンケート返信用封筒は自治体の封筒を使用 77



参考︓各参加市における実施内容－尾道市（１回目）

勧奨資材

リーフレット
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参考︓各参加市における実施内容－尾道市（２回目）

勧奨資材

鑑⽂（便潜⾎印字あり） 鑑⽂（便潜⾎印字なし）
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参考︓各参加市における実施内容－尾道市（２回目）

勧奨資材

アンケート 封筒
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参考︓各参加市における実施内容－府中市（１回目）

事業概要

勧奨日 H31/1/30

対象者 H29年度精検未受診者・未把握者

除外者 府中市より電話で受診確認ができた方

発送数 72人

特記事項 ○アンケート返信用封筒は自治体の封筒を使用
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参考︓各参加市における実施内容－府中市（１回目）

勧奨資材

リーフレット
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参考︓各参加市における実施内容－府中市（１回目）

勧奨資材

鑑⽂ アンケート 封筒
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参考︓各参加市における実施内容－府中市（２回目）

事業概要

勧奨日 H31/2/20

対象者 H30年度精検未受診者（発送時点）

除外者 なし

発送数 157人

特記事項 ○アンケート返信用封筒は自治体の封筒を使用
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参考︓各参加市における実施内容－府中市（２回目）

勧奨資材

リーフレット
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参考︓各参加市における実施内容－府中市（２回目）

勧奨資材

鑑⽂ アンケート 封筒
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参考︓各参加市における実施内容－府中市（３回目）

事業概要

勧奨日 R1/12/4

対象者 H30年度精検未受診者・未把握者

除外者 なし

発送数 121人

特記事項 ○アンケート返信用封筒は自治体の封筒を使用
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参考︓各参加市における実施内容－府中市（３回目）

勧奨資材

リーフレット
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参考︓各参加市における実施内容－府中市（３回目）

勧奨資材

鑑⽂ アンケート 封筒
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参考︓各参加市における実施内容－三次市（１回目）

事業概要

勧奨日 H31/2/8

対象者 H29年度要精検かつ⼀次検診を人間ドックで受けた方

除外者 なし

発送数 311人

特記事項
○何月にどこで受診したかを個人ごとに印字

○未把握者の状況把握を目的とするため，受診勧奨リーフレッ
トは送付無し
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参考︓各参加市における実施内容－三次市（１回目）

勧奨資材

鑑⽂ アンケート
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参考︓各参加市における実施内容－三次市（１回目）

勧奨資材

送付用封筒 アンケート返信用封筒
92



参考︓各参加市における実施内容－三次市（２回目）

事業概要

勧奨日 R1/12/13

対象者 H30年度要精検かつ⼀次検診を人間ドックで受けた方

除外者 なし

発送数 132人

特記事項
○何月にどこで受診したかを個人ごとに印字

○未把握者の状況把握を目的とするため，受診勧奨リーフレッ
トは送付無し
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参考︓各参加市における実施内容－三次市（２回目）

勧奨資材

鑑⽂ アンケート
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参考︓各参加市における実施内容－三次市（２回目）

勧奨資材

送付用封筒 アンケート返信用封筒
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参考︓各参加市における実施内容－庄原市（１回目）

事業概要

勧奨日 H31/1/30

対象者 H29年度精検未受診者・未把握者

除外者 なし

発送数 63人

特記事項 なし
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参考︓各参加市における実施内容－庄原市（１回目）

勧奨資材

リーフレット
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参考︓各参加市における実施内容－庄原市（１回目）

勧奨資材

鑑⽂ アンケート
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参考︓各参加市における実施内容－庄原市（１回目）

勧奨資材

送付用封筒 アンケート返信用封筒
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参考︓各参加市における実施内容－庄原市（２回目）

事業概要

勧奨日 H31/2/27

対象者 H30年度精検未受診者（発送時点）

除外者 なし

発送数 55人

特記事項 なし
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参考︓各参加市における実施内容－庄原市（２回目）

勧奨資材

リーフレット
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参考︓各参加市における実施内容－庄原市（２回目）

勧奨資材

鑑⽂ アンケート
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参考︓各参加市における実施内容－庄原市（２回目）

勧奨資材

送付用封筒 アンケート返信用封筒
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参考︓各参加市における実施内容－庄原市（３回目）

事業概要

勧奨日 R1/12/4

対象者 H30年度精検未受診者・未把握者

除外者 なし

発送数 117人

特記事項 なし
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参考︓各参加市における実施内容－庄原市（３回目）

勧奨資材

リーフレット
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参考︓各参加市における実施内容－庄原市（３回目）

勧奨資材

鑑⽂ アンケート
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参考︓各参加市における実施内容－庄原市（３回目）

勧奨資材

送付用封筒 アンケート返信用封筒
107


